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自己中心性 (Egocentrism)の概念は， ピアジェによって主に， 思考活動の自己中心性として，

幼児期の知的発達過程を理解する主要概念として扱われてきた。自己中心性とは広い意味で，主

体と客体が未分化な状態であることを意味する。この観点からすれば，精神発達の方向は，自分

と他人のみかたを認知的に分化する能力を増大することである。

筆者は先に，青年期の自我発達理論を展望するなかで，認知発達的な側面として，自己中心性

の解決及び，道徳判断の発達をとりあげた（森岡1979)。そこでは，自我発達の各次元のうち，認

知発達の流れに対応して，各発達段階における，自己中心性の特徴が明らかにされた。ここでは，

認知様式の分化と自己像形成との関連から，青年期の自己中心性の問題をとりあげたい。という

のは，児童期までと同様，青年期理解のためにもこの概念は欠かせないと考えられるからである。

とくに，青年期の自己像形成について，その自己像内容諸次元がいかに形成されていくか，をみ

ていくことが必要であるが，従来の研究では，自己像内容の認知的側面に焦点をあてたものは少
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ない。自己認知と他者認知の発達的な並行性について， Mullener他 (1971)や Montemayor他

(1977)が指摘しているが，それは対人知覚 (PersonPerception)の発達と，自己評価に用いる人

格特徴の分化との関連を指摘するにとどまっている。 また， Exner(1973)は， 自己中心性と社

会中心性 (Sociocentrism)のバランスについて， SCTを用いて測定しているが，自己概念との

関連については，それを示唆するにとどまっている。

そこでこの論文では，青年期における自己中心性の特徴を明らかにし，認知様式の発達という

側面から，自己像，自己概念の形成及び障害について，新たな枠組を提出しようと試みる。

I. 従来の自己像の発達的研究とその問題点

1. 青年期における自己像の発達的特徴

精神発達の過程の中で，自己像が特徴的な課題となるのは，一つには，幼児期における自己像

の出現であり，他方は，青年期における自己像の再発見である。

幼児期の自己像形成に関して，多くの研究者は，身体像（BodyImage)との関連の中でとらえ

ている。「自己」はまず，身体とそれ以外の視覚的環境との区別からはじまるわけで， 自分にか

かわりあうものは身体を中心に体制化され，さらに，外的な環境がたえまなく変化するにつれ，

恒常的な「自己」がきわだってくる。したがって，自己像とは第一に身体像であるといえる。し

かしながら，自己像の形成には，他者から与えられた評価にもとづいて形成される側面など，様

々な要因があり，各々の自己像の側面を調整して，ひとつのまとまりとして維持していかねばな

らない。この過程がいかにしておこなわれるかということが，自己像形成に関する一つの大きな

問題点である。

一方，青年期においてはどうだろう。青年期は「自己を問いなおす時期」「自己にめざめる時

期」として， ょくその心理的特徴がいわれる。 すなわち，「自分が自分であること」そのものが

問題とされる時期である。青年期の発達的特質が何であるかといえば， まず第一に，「自己意識

の転換期，再構成期である」ということが強調される。

青年期はいうまでもなく発達段階の中の一つの時期である。しかし，いつからいつまでを青年

期ととらえるか，については社会文化的条件によって伸縮するものであり，今日，それが延長の

方向にあることは，共通の理解となっている。つまり， 10歳前後から30歳前後に至る20年間ぐら

いを青年期とるみべきだ， という提言がなされている。このような広範な年令範囲の中で自己認

知の形成過程をとらえるとしたら，論点が拡散してしまう危険性が大である。この点でも，後述

するように認知発達の諸段階，すなわち，思考の具体的操作から形成的操作に移行する過程に並

行して，自己中心性の特徴をみると，青年期の自己像形成の発達的な位置づけが，かなり明瞭に

なると思われる。

筆者は先に，青年期における自己像と Identityの形成との関連をとらえるにあたり， 二つの

観点にしぼって問題を考えた（森岡1980)。一つは，対人関係の中で形成されていく要因である。

自己像形成を役割取得過程とみた場合，個人の対他関係の中での役割は，その自己像の内容を大

きく規定しているわけである。とくに，そこでは，両親の態度や行動によって影響をうける側面

が大である。

第二の観点として，幼児期同様，青年期においても，身体像の形成との関連性が問題となって
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くる。すでに，青年期よりずっと以前に，自己像の一面として，他者からみられた「視覚的身体

像」が内在化されるが，青年期では，急激な身体的発育と第二次性徴による身体的変化が，視覚

的身体像の全面的改変を余儀なくさせるという意味で，あらためて，他者との関係の中で，身体

像の再構成が迫られるわけである（福井1979)。

さらに，以前の身体的行動の領域に存在しなかったあらたな要素として，性的な衝動が自己の

身体像に質的な転換を要求することになる。

以上の二つの側面について，青年期において，直線的にまとまって形成されていくということ

は決してない。対人的に敏感なあまり，自己内閉におちいったり，内的衝動を過度に抑圧して，

自己の身体的な変化を受容できなかったりする状態はごくふつうに生じる。この点で，青年期に

関して，その自己像，自己認知の形成過程をとらえるには， 「正常な危機」の中で， 自己像形成

に破綻を生じた状態を記述していく，病理的な方法が一つの有効な手段となる。

2. 自己像の形成過程に関する操作的研究

自己像に関する病理的研究はまだみるべきものはなく， 「自己像」をテーマとする研究は青年

期を中心として，以下にのべる操作的な方法を用いてなされてきており， しかもかなりの量に逹

してきている。しかしながら，それらは自己像の現象面をとりだして，他の変数と比較するとい

った研究が大半をしめ， ここで問題としたい，自己像がいかに発達的に形成され，その内容諸次

元が，いかに分化，統合していくか， という発達的な研究は意外に少ない。

自己像の研究方法として， これまでに主に三種類の方法が用いられてきている。

1) プロフィール法（チェックリスト法）

あらかじめ用意された叙述や形容詞のリストについて，自分にあてはまる項目を選ばせたり，

何段階かに評定させる方法。

2) Q分類技法

人格を記述するのにふさわしい多数の項目について， 統計的に正規分布するように， 「自分に

最もあてはまるもの」から，「そうでないもの」まで， 9段階に強制分類させる方法。

3) 投影的方法

これには二種類あって， TATなどの投影検査で，物語の中の主人公についてチェックリスト

法などを用いて， 問接的にその人の自己像をとらえようとする方法と， 文章完成法の一種で，

TST (Twenty Statesment Test)や， WAY(Who Are You technique)のように，被験者に

最小限の手がかりを与えるか，その反応の方向づけを行ない，自分についての叙述を求める方法

がある。

中でも， SD法によって測定された自己像について，理想自己と現実自己の概念間の評定差異得

点 (DiscrepancyScore : D得点）を算出し，個人内での様々な心理的変数との相関をとる研究方

法がよく用いられている。とくに， このD得点を適応，不適応の指標，すなわち， D得点が大で

あることが，その個人の心理的不適応の度合が大きいことを示すと考えられ，あるいは，自己評

価 (Self-esteem)の操作的な定義として， D得点は意味づけられている。このD得点を用いた研

究は相当な量にのぼるが，その意味内容を検討していく努力はあまりはらわれていない。その中

にあって， このD得点を，適応の指標というより， 発達， 成熟の指標とみる立場がある。 Katz

とZigler(1967)は，チェックリスト法を用いて，理想自己と現実自己のD得点を10歳から16歳に
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かけて調べたところ， IQ上位群で，上級学年になればなるほど， D得点が増大の傾向を示して

いる。 Katzらはこの結果から， D得点は不適応の指標というよりも， 発達の指標としてみる方

がよいというみかたをしている。すなわち，成熟度の高い青年は，社会的要求への寄与の度合も

高く，既存の自己像に安定せず，自己に対する要求水準も高くなるので，当然，現実自己と理想

自己の差異得点が高くなるわけである。

自己像や自己認知に関して発達的にとらえた操作的研究について，加藤(1978)は，自己像の具

体的な意識内容や発達傾向を実証的に示すことはきわめて困難であることを指摘している。また，

発達的に自己像を追った研究は少なく，その中についても，自己像の測定法が研究ごとに異なり，

研究相互間の関連性，系統性に欠けるのが実情である。

したがって，これからはむしろ， SD法や TSTによってとらえられた，自己像の具体的内容

そのもの，下位次元を吟味し，各内容カテゴリーの相互連関や，形成過程をくわしく追っていく

努力が求められる。たとえば， Gordon (1969)は WAYを用いて，自己像の内容カテゴリーを

8領域30項目に分類して分析しており，また， Montemeyor他(1977)は， TSTの内容を30のカ

テゴリーに分類し，「自分は何であるか」について，自分の属性を記述するのに用いる内容（たと

えば，性，職業，宗教など）が，年令にともなっていかに変化するか，を調べている。吉川 (1960)

によれば，青年期において，自分を描写する作文の内容を分析した結果，大きく 4つのカテゴリ

ーにわけられる。

1)身体的特徴（身長，容姿，体質，動作など）

2)内的特徴（気質，能力，趣味，過去の思い出，将来への希望，計画など）

3)対人関係（他人との関係における自分の地位， 自分の他人に対する感情や態度， 他人の自分に

対する態度など）

4)生活態度（個人生活の価値や目的の探求，道徳，信仰など）

これらの自己像の諸内容について，その形成過程をみていくと，ある時期では，他の時期に比

ベ，一つの特徴が自己像を構成するのにより重要な要因になっているという事実がうかびあがっ

てくる。たとえば，思春期にはいるころは，自分の容姿に関心が集中するし，青年期の後期では，

個人の社会観や価値観を自己の属性の中心にもってくるという様相を示す。このように，文章完

成法や作文の具体的記述内容を細かく調べていく努力によって，自己像が構造的にいかに分化，

統合していくかを把握できるはずである。

II. 自己認知の発達と自己中心性との関連

1. 自己像形成に関する認知発達的側面

青年期における認知的にみた「自己中心性」の特徴，その発達的な変遷を追っていくことは，

青年期における自己像の形成過程を調べるのに重要な視点を提供する。というのは，前章に述べ

られたように，従来の自己像に関する操作的研究がなおざりにしてきたのは，自己像の認知発達

的な側面であるからである。いうまでもなく，自己像は個人の認知過程から生じるわけで，自己

認知と他者あるいは外界認知との相互関係，両者の間の分化，統合の過程をへて個人の自己に対

する認知像が形成されるのである。

しかしながら，自己像に関してその認知発達的側面をとらえていく研究はごく少ない。これは，
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一つには，自己像という変数があまりにも複雑な事象であり，幼児期まではともかく，それ以後，

とくに青年期の場合，その認知的側面を細分化してとらえていく作業は非常に困難であるからで

あろう。この問題については， とくに，対人認知 (PersonPerception)の発達について，自己認

知の分化，統合の過程が，対他認知の構造的な複雑さ，分化の程度と並行しているのではないか，

という仮説のもとに，実証的な研究が蓄積されつつある (Livesley& Bromley 1973)。

さきにとりあげた， Montemeyorらの研究でも， 年令にともない， 自己像の記述のしかたが

分化していくことがうかがえるし，その認知的側面は，年令に従って，具体から抽象へよりヴァ

ラニティに富むことが予測される。 また， この認知的な分化の程度について， Witkin他(1962)

は，主として描画法を用いて，身体像の明細化や，防衛メカニズムの特殊化の程度を指標として，

「心理学的分化」 (PsychologicalDifferentiation)という概念を嘩入している。後に詳述するこ

とになるが，この Witkinの方法を自己認知の形成過程に適用していく努力が今後必要となって

くるであろう。

2. 自己中心性の概念

1) 児童期までの自己中心性の特徴

自己像の認知的側面の分化統合過程を検討する前に，自己中心性の概念を整理しておかねばな

らない。

ピアジェによれば，幼児期から児童期における自己中心性の特徴の変遷は，感覚運動期 (Sen-

sorimotor Stage)， 前操作期 (Preoperationalstage)， 具体的操作期 (Concreteoperational 

stage)， という認知発達の各段階に並行している。 この三つの時期の自己中心性の特徴を要点だ

けまとめると，

く感覚運動期： 0-2歳＞

この時期の子どもは，まさに自己中心性に支配されているといってよい。自分自身と自分の行

為及び，所与の状況の特徴との間の分化が完全に欠如した状態である。この段階から進むために

は，自分と自分でないものとの現実的な分離を通して， 「対象」の概念の形成と， 自己の分化が

必要である。これが，最初の「脱中心化」 (decentering)の過程である。

く前操作期： 2-7歳＞

この時期には，対象に対する自己中心性を脱却できる能力を示してくる。しかし，とくに，言

語を獲得するにつれてきわだってくることであるが，様々な象徴との関係の中で，前の時期とは

質的に異なった自己中心性が芽ばえてくる。子どもは，言葉が実際以上の情報を伝えると思いこ

みやすい。そこに，子ども自身のみかたと他人のみかたとの間を分化することができないことが

生じる。このような表象についての自己中心性を克服するためには，具体的操作にもとづく思

考の出現が必要である。これによって，二つの要因や関係を同時に扱うということが可能になり，

象徴とそれが示す実際のものとを区別することもできるようになる。

＜具体的操作期：学童期＞

知的発達が進んで，学童期を経過すると， ものを分類したり，その関係づけや，質的な区別を

みることができるようになる。しかし，この時期の子どもは，具体的操作によって新しく獲得さ

れた，精神的な所産と，知覚的な所与との間を明確には区別できない。子どもにとって，ある仮

説を立てるとき，それが自分の考えからでたもの，というよりむしろ，外在化したデータにもと
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から存在するものと考えるのがふつうである。このような，具体的操作における自己中心性は，

青年期にはいって，形式的操作にもとづく思考を獲得することによって解決していく。そこでは，

自分の精神的な産物の独断性を見ぬき，知覚的な現象とそれらを分離することを学ぶわけである。

以上のように，三つの認知発達段階に並行して，児童期までの自己中心性の特徴がうかびあが

ってくる。そこでは，常に，中心化と脱中心化の相互作用が存在している。この過程の進展をう

ながす要因として， 子どもの「自己化」の能力， すなわち， 外的なモデルが自己の内的なモデ

ルとして働くように，自己の中に外的モデルを内在化していく， という能力をあげねばならない

（園原1979)。この能力は，子どもの内発的な活動性を基礎としている。最初は自己流の動作活動

であったものを，外界の圧力に対して， うまく受けとめることができるように，自己活動を転化

していくという努力によって，環境との調節がはかられるわけである。

2) 青年期における自己中心性

青年期は，認知発達理論の枠組の中では，形式的操作による思考能力を獲得する時期として位

置づけられる。この段階での思考の特徴は，自分の考えていることについて考えることができる，

という能力が獲得されることであり，それに伴なって，現実だけでなく，可能性をも扱える抽象

的な思考が可能となる。自分自身の考えを概念化する能力に並行して，他人の考えについても概

念化できるようになる。また，思考の次元だけでなく，認知的あるいは感情的な次元でも，自分

と他者の立場の区別ができることが，青年期の大きな発達的課題となる。

しかしながら，思考や認知，感情の次元で，自他の区別を可能にするには様々な困難を伴なう。

むしろ，青年期においては，思考の形式的操作の獲得をよそに，急激な身体的変化に伴なって，

自己への関心が高まり，自分の経験や立場を絶対化しがちである。すなわち，他人の考えや立場

に，かなりの程度影響をうけていながら，それに気づかず，自分の経験が自分独自のものである

と信じてしまっていることが多い。

Elkind (1967, 1978)は，青年期の自己中心性について，主に二つの特徴をあげている。一つは，

「想像的な聴衆」 (ImaginaryAudience)と名づけられる特徴である。青年は自分に対する他人

の反応を期待している。心身の急激な変化に対応して，自分が人からどうみえるかについての関

心が高まり，青年は自分が，自分の想像している聴衆の関心をいつもひきつけているように考え

てしまうわけである。

また，この時期には，すべての人間に共通の経験と，自分に個有のものとを区別することがで

きず，自分に個有の経験を他のすべての人にも共通である， と考えてしまうことがよくある。こ

の特徴を Elkindは「個人的な寓話」 (PersonalFable)とよんだ。

このような，青年期における自己中心性は，社会的相互作用による経験が蓄積する中で，年令

とともに徐々に自己中心的行動が減少していく。認知的には，自分自身の関心事と他者のそれと

を区別でき，感情的には，自分の感情と他者の感情を区別していくことによって，他者との共感

的関係を形成することができるようになる。

「想像的な聴衆」という行動は，各々が自分自身の関心事をもっていること，そのちがいを認

識することによって，年令に従って減少する。「想像的な聴衆」という行動については， Elkind

と Bower(1979)によって，質問紙を用いた測定法により，年令による推移が調べられている。

また，「個人的な寓話」という特性についても， 仲間との親密性を発達させることによって， 感
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情や考えの共有がなされ，自分の経験の相対化を通して，過度の自己破壊や自己拡大にむかう行

為は，年令に従って減少してくるといえる。

また，青年期を大きく三つの時期にわけて自己中心性の特徴の変遷を自己像との関連からとら

えてみると，

く前期青年期＞

上述のような， 「自分はまわりの関心をひきつけている」と想像してしまったり， あるいは，

自分の経験を絶対化してしまうという自己中心性の特徴は，この時期に最も明瞭にあらわれる。

急激な身体的変化にともない， 自分に対する関心の度合が最も高まり， 「自己意識」の発現とと

もに，周囲の環境に対する内向化の傾向が強まる時期である。

く青年期中期＞

この時期には，年令に従って徐々に，自分の考えや感情と，他者のそれとをよく認識し，区別

できるようになってくる。それとともに，自分の主観に対する信頼が強まり，集団や社会に対し

て積極的に働きかける活動が重要になってくる。しかしながら，自分の内的営為に焦点化しやす

い傾向はまだ強い。

く青年期後期＞

この時期になると，自己中心性の二つの特徴は減少していく。しかし，自己像の様々な構成要

因がより分化してくるために，質問紙でとらえられたレベルでは，むしろ自己への関心の度合が

高まる (Enright他 1980)。つまり，集団や社会に対する自分の役割についての自覚が強まり，

公的な自己 (PublicSelf)と私的な自己 (PrivateSelf)との区別が明確になるわけである。こう

して，自己中心性と社会中心性の個人内でのバランスが安定してくる。

以上のようなプロセスは，自己に対する関心と，•他者に対する関心が明確に分化していくこと

によって，「自己中心性」から脱却していく過程と読みとることができる。

3. 自己認知及び他者認知の発達分化過程

さて，以上のような自己に対する認知と，他者に対する認知が分化していく過程について，心

理学的分化の概念と，対人的能力の発達という二つの観点からくわしくみていきたい。

1) 認知機能の発達分化

自己像の形式過程は「自分とは何か」という，広義の認知過程である。青年期の認知発達につ

いて，自己中心性の変遷という観点からみていくと，自己認知は他者認知の発達と並行してより

分化し，統合ざれていくということがいえる。自己像の内容諸次元が個々において，どのように

構成され，相互の作用をつくりあげていくか，ということも，まさに自己認知と他者認知の相互

連関の中でみていかねばならない。

認知機能の発達分化について， Witkin他(1962)は，「心理学的分化」という概念を導入し，個

人の経験を構造化していく能力を多面的に調べている。まず，子どもとの半構造化面接を通して，

「子どもが外界と自分自身に対する認知のしかたをいかに分節化しているか」 という， 明細化

(articulation)の程度について， 6つの規準を設けている。

i) 手段一目的という関係への気づき

ii) 時間と空間についての明細化

iii) 自己と他者の動機 (motive)についての気づき
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iv) 情報収集への自発的な興味と活動

V) 応答表現が明確で関連性が高い

vi) 抽象化，一般化する能力がある

以上が基本的な認知発達，分化の指標であると考えられる。これについて，自己認知，他者認

知を相互連関的にとらえていくのに必要な条件に焦点をしぼると，認知的な明確さ (cognitive

clarity)の基盤に，外界の状況と自己という二つの経験を「身体」という位置からの知覚にもと

づいて分化してい<, という過程がうかびあがってくる。

「自己」という一貫した認知像の形成過程をみるために， Witkinの理論をもとに，以下の三つ

の観点をとりあげたい。

く身体概念の明細化＞

身体像，身体概念は「自己」のまさに基盤となる要因であることは，先に述べたとおりである

が， Witkinは身体概念の明細化 (articulationof body concept)の程度，及び個人の身体像境

界 (bodyimage boundary)の形成のしかたを，人物描画法によって測定する。その描画の特性

については，大きく三つのカテゴリー（形態水準，同一性及び性差，精密化のレベル）をもとに細

分化したリストをつくり， 5段階評定で，個人が身体概念をソフィスティケートする程度を調べ

ている。

このような身体概念は，個人の対人知覚における「場に対する依存性」 (fielddependency)と

の連関が大であり，また，個人の知覚世界のゆがみ，すなわち，自己中心的な知覚によってしか，

自己と外界の把握を行なえず，客観化できないという特性について，精神病理との連関性が重大

である。 したがってこの概念は，自己愛的な自己没入 (Selfabsorption)の程度の一つの指標と

して有効である (Witkin1965)。

く独立したアイデンティティの感覚＞

独立したアイデンティティの感覚 (senseof separate identity)とは，個人が，自分のもつ要

求，感性や諸属性を，他人のそれらとを明確に区別して，自分のものであると自覚できることで

ある。 Witkinは，個人の表現する行動について， 三つのカテゴリーによって特徴をとらえ，そ

れにもとづいて， この感覚の形成過程をみている。

i) 他人が自分を支持してくれることを求めたり，他人に相談する必要を強いて，求めなくな

る。

ii) 他人の矛盾した態度や判断，価値観に直面しても，自分独自の志向性を維持できる。

iii) 種々の社会的文脈 (socialcontext)の中で，自分に対する安定した見方をとれる。

以上の三つの行動特性は，そのまま，青年期以後の，自己中心性から脱していくという課題の

到達目標として， とりあげることができる。この感覚を測定するについて， TATを用いて，そ

の課題遂行の態度を観察し，評定する方法が用いられている。

くコントロールと防衛の構造化＞

以上の二つの観点にあわせて， とくに，集団の圧力などの外的な規準による影響から，自分の

態度や判断を維持していく方法を，いかにして個人が身につけていくかを調べることが重要であ

る。その方法が， すなわち個人のコントロールや防衛の様式であるといえ， 「自己」の分化発達

のための重要な要因である。
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ここでいうコントロールとは， 個人の衝動を処理する適応的なテクニックであり， 防衛 (de-

fence)とは，不安経験に対する自己防衛的な作業である。ともに，場の種々相に対応する方法を

徐々に構造化していくことによって形成される。このような，防衛様式の構造化と経験の分節化

との間の相互関係を綿密に追っていくことが，「自己」の分化発達をみていくために重要となる。

ある経験に対して，個人がどのようなコントロールあるいは防衛の様式を選択するか，という

ことを把握するために，たとえば， TATにおける攻撃性の処理方法をみるという手段が用いら

れる。また，防衛様式の構造化の程度が，組織化している (organized)か，未熟，未分化なまま

であるかという段階評定も試みられている。

もちろん， この第三の観点になると，研究対象としての，狭義の「自己像，自己認知」の領域

を逸脱しており， どうしても主体としての「自我」 という概念を導入しなければならない。認

知発達という枠組の中で「自己」の形成過程をとらえるという課題においては，自己と自我の差

異を明確にし， その両者の構造的， あるいは機能的な関係を把握する作業が不可欠である（斉藤

1969)。

2) 対人的能力の発達と自己認知

自己認知と対他認知の相互連関の様式は，個人特有の形で，経験的に形成されていくものであ

る。この「自己一他者」の関係様式について，いくつかの特徴をあげることにより，自己認知の

分化の過程をたどることを試みたい。

まず，この関係様式は，様々な状況を経るにしたがって，堅固で変化しがたいものになってく

るが，また，個人の自己像，自己認知の形成に重要な作用を与える。そのように形成された，自

己一他者の関係様式は，いいかえれば，個人が身につけた外界に対する防衛様式といえる。した

がって，類似の構造をもった状況の中では，過去に形成された最もなじみのパターンが引き出さ

れやすい。それが個人の自分の姿を他人に表明する枠組となるわけである。

よりくわしく，そのパターンをみてみると，自己一他者の関係様式がより成功的に形成される

には，二つの条件が選択的に扱われている (Cotrell1969)。

i) そのバターンが有効な状況や条件を選択できること。

ii) その状況に対して固定的に反応を構造化するのでなく，表現の柔軟さが状況の中で許容ざ

れること。

新しい状況に際して，相互関係の様式が投影されると，それに応じて他者の反応をひきおこし，

さらに，そのバターンを支持する新しい状況をつくっていく， というように相乗的に，柔軟な対

人関係の様式が形成されている。このような対人関係の様式を柔軟につくっていく能力を，対人

的コンピタンス (interpersonalcompetence)とよぶことができる (Weinstein1969)。

精神分析的対象関係理論でも強調ざれるように，このような自己ー他者の関係様式は，個人の

発達的な歴史のごく早期に確立されたものが，より出現しやすい。このような自己一他者間のシ

ステムが変化するには，枠組となる他者の反応の変化を，自分の中で「再定義する」ことが必要

である。個人が認知している「自己」は，その枠組となる他者の役割を，自己自身の反応の中に

演じることを通して経験される，といえる（象徴的相互作用）。いかなる状況においても人は他

人の反応の認知をもとに，他者に応じて「自己」を一般化していくことが，自己像形成の初期に

必ず行なわれる。したがって，その時点で「内在化」された他者と，外的現実の他者との間の複
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雑な関係が，自己認知の変化をひきおこすカギともなるわけである。

心理治療のプロセスの中でよく生じることだが，患者の自己に対するみかた，あるいは外界に

対する認知のしかたが，治療者との関係をとおして，まったく変わってしまう， という現象があ

る。また実際に，心理治療または種々のグループワークの中で，認知転換を促進する技法が開発

されつつある（日高1979)。以上についても，自己認知の分化発達は，他者認知をより明確化し，

構造的により細分化していくということを通してなされる， という事実の裏づけとなる。

また，遊戯療法などにおいて，治療経過がすすむにつれて，治療者や，遊具，他児，部屋その

他に対する子どもの認知が，徐々に分化していくことは，よく確認される事実である。治療空間

という，非常に限定された場の中で，個人の外界認知が分化し，自己と対象間の疎通性を再形成

することが可能になるわけである。

III. 自我同一性と自己中心性の関連

青年期において，自己中心性という概念を導入する場合，青年期の大きな発達的課題である，

自我同一性の形成との関連について述べておかねばならない。

Erikson (1959)の定義によれば，自我同一性の達成とは，「自分自身が時間的な連続性，一貫

性をもって自分である，という主体的な感覚と，それによって他者との結びつきが保証され，他

者が， 自分の連続性を認めているという感覚が同時に生じている状態である。」 これはいいかえ

れば，「主観的な自己の感覚と， 他者， 社会との連帯感が自己の中に統合的に生じている状態」

である。

この定義に関して，具体的に概念を規定していくには，どの側面からこの概念をとりあげるか

によって大きくかわってくる。ニリクソンの定義を「自己像」の側面からみた場合，自己像形成

についての二つの主要因， 「対社会的な側面」と「自己の身体的な側面」が同時に， 自己の中に

内在化しているのが，自我同一性の達成された状態であるといえる。

また，自我同一性という概念をとらえるとき，その課題のまっとうな解決の方向をさぐるより，

同一性形成に困難を生じた具体例について，その病理的な側面から検討した方がわかりやすい。

とくに，青年期特有の危機的現象について，以上の二側面から分類し，それらを自己認知の安定

性や一貫性がくずれた状態として，把握しなおすことができる（森岡1980)。

以上のような，自我同一性に関するリサーチは，また認知発達理論と自我発達理論の橋わたし

をなすものとして重要である (Adams1976)。とくに，自我同一性の概念を，認知発達的な裏づ

けによって再定義することによって，自我同一性という概念が，かなり広範囲かっ，あいまいに

用いられている現状を打開するのに，大きな寄与をなすと考えられる。この概念は，認知的な発

達と，それにともなう構造的な分化のプロセスとして概念化することができる。

上述したように，幼児期から青年甘に至る，自己中心性の発達段階的な特徴は，前段階の自己

中心性の形態を除去しながら，新しい自己中心性の特徴を導<, という図式をとる。一方，自我

同一性の形成は， 広い意味で， 社会的経験と，「未分化な状態から複雑で分化した概念化のレベ

ルヘと移る」心理的な発達との統合にもとづくといえる。 以上のことから， 「自己中心性」に関

する発達的な変遷は，自我の成熟や，心理一社会的な段階の発達と並行していることがわかる。

また，青年期における自己中心性の特徴は，自我同一性の形成に関連する，新しい心理的構造の
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内在化を準備するといえる。

Adamsは，同一性形成の認知発達的な背景として，「脱中心性」 (decentering)の法則をとり

あげている。すでに，自己中心性について，大きく 4つの段階に関する特徴がみられたわけであ

るが，その各々の段階ごとに，世界に対するより成熟した認知のしかたが獲得される。この過程

は，同化ー調節という図式の中で描かれる，万能的な自己感から社会化された自己への移行であ

り， したがって，自己中心性を解決し，自己像の一貫性，統合性を獲得するには，各々の発逹段

階での危機の解決が必要となるわけである。

結びに

青年期における自己像の形成という問題について，主に「自己中心性」の概念を導入し，その

認知発達的な側面をとらえなおすことを試みた。この試みから，自己像研究の新しい視野が開け

てくると考えられるからである。 とくに， Witkinの認知機能の分化に関する指標を中心にとり

あげたが， この立場からすると，自己像の不均衡と発達水準との関係が，認知の分化度によって

測定できるはずであり，自己像の構造的な統合性や時間的な一貫性を獲得していく，という青年

期の自我同一性の形成過程を規定するカギとなると思われる。

これに関連することであるが，そもそも「自己像」の研究は， とくに，個人の行動の予測のた

めに有用であると思われる。すなわち，個人の外界に対する認知様式と，内的衝動に対する処理

のしかたを橋わたしするものとして，個人の自己像があるわけで，また，その同一性の感覚の基

礎として，「個人が自分自身を特徴づける概念」すなわち，「自己像」を規定していかねばならな

い。このように，個人の認知様式及び，対人認知，自己認知の分化と統合の過程を，各々の心理

的な諸機能に照合していく作業が，今後なざれていかねばならない。
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